つむぎ法要 (ほうよう)表白 (ひょうびゃく)
謹 (つつし)み敬 (うやま)って本尊 (ほんぞん)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)、観音 (かんのん)勢至 (せいし)両菩薩 (りょうぼさつ)、然 (ねん)上人 (しょうにん)の宝前 (ほうぜん)に白 (もう)してさく。
今 (いま)現前 (げんぜん)の衆生 (しゅじょう)〇〇（大衆 (だいしゅ)）、阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)の御 (おん)慈悲 (じひ)を信 (しん)じ念仏 (ねんぶつ)の教 (おし)えを学 (まな)ばんとす。よって本日 (ほんじつ)の慈悲 (じひ)つむぎ法要 (ほうよう)に臨 (のぞ)み仏前 (ぶつぜん)にぬかずき、万 (まん)徳 (どく)所帰 (しょき)の名号 (みょうごう)を授 (さず)くる。
仰 (あお)ぎ冀 (こいねが)はくは、本尊 (ほんぞん)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)、観音 (かんのん)勢至 (せいし)両菩薩 (りょうぼさつ)、然 (ねん)上人 (しょうにん)、覆護 (ふご)し、願 (ねが)うところ意 (い)の如 (ごと)く成就 (じょうじゅ)せしめ給 (たま)わんことを。
維 (これ)時 (とき)　○年○月○日　○誉○○敬 (うやま)ってす

